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論文 内 容 の要旨

舌には多数の小神経節が存在し，これらは舌の血管や小唾液腺を支配しているとか味奮の機能に関係

すると考えられている。これらの神経節細胞には強いコリンエステラーゼ (Ch E)活性が存在するこ

とから富11交感性に属すると言われてきたが，最近，一部の舌内神経節では/)レアドレナリンの前駆物質

であるLードーパで処理をするとカテコールアミン (CA)蛍光が神棚田胞に出現することが報告され，

また神経ペプチドの一つである血管拡張性小腸ペプチド (VasoactiveIntestinaI Polypeptide， V I p) 

が舌内神経節や神経線維にあり， P物質 (Substan四 p，S P)も舌に分布する神経線維に存在すると

言われている。胎生期ラットで神経ペプチドの舌内分布については舌内神経節にSPが含まれていると

の報告があるのみで，これらCAや神経ペプチドが胎生期のどの時期に出現するかにいては詳しく調べ

られていない。本研究はマウス舌の発生にともなって出現する舌内神経節におけるChE活性， Lードー

バ処置後のCA蛍光， V I P及びSPについて調べ，これらの種々の神経連物質が舌の発生のどの段階

で現われ，神経や血管の発生とどのような関係をもっかについて検討したものである。

実験にはddY系成熟マウス及び胎生12，14， 16， 18， 20日マウスの舌を用いた。なお胎生マウスの

臼齢は腔栓を確認した日を胎生1日として計算した。

ChE染色には各時期の舌或いは頭部をそのままカルシウム ・ホJレ"71)ン (8aker)に40Cで一晩漫

漬し固定後，水洗し， OCTーコンパウ Yドに包埋して， 20-30μmのクリオスタット切片を作製して，

Karnovsky -Roots法を施した。

L ドーパ処置後のCA蛍光組織化学にはまずCA蛍光を増強するために屠殺5時間前にそノア ミン ・

オキシダーゼ阻害剤であるナイアラマイド (300mg/l也)を成熟或いは上記妊娠時期の母7 ウスの腹腔
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内に投与し，ついで屠殺1時間前にLードーパ(100mg/kg)を腹腔内に投与した。 CA蛍光はグリオ

キシル酸法により作成した切片を落射型蛍光顕微鏡を用いて観察した。

VIP及びSPの免疫組織化学には各時期のマウスの舌或いは頭部を4
0

CのZamboni液にて固定後，

試料を30%スクロースを含む冷燐酸緩衝生理食塩水に浸漬して一晩洗浄後， OCTーコンパウンドに包

埋して，クリオスタットで20-30μmの凍結切片を作製， Coonsらの方法に従って間接蛍光抗体法によ

り免疫染色を施した。染色切片は落射型蛍光顕微鏡を用いて観察した。

胎生12日のマウスの舌は口腔底より隆起しており，口腔底と区別できる O 舌内部には未だ神経節，神

経線維等は観察されないが，その舌根の左右両側には弱いChE活性を示す円形の細胞が認められた O

またL-ドーパ処置後のCA蛍光， V 1 P様免疫活性， S P様免疫活性は舌内部に観察できなかった O

胎生14日になると舌の左右両側には舌尖に向かつて分校しながら矢状方向に走行する神経線維東やこれ

らの神経線維東に伴走する血管が出現する。 ChE活性やLードーパ処置後のCA蛍光はこの神経線維

束の近傍にある細胞集団に認められたが， V 1 P様免疫活性は舌内部のいずれの細胞や神経線維にも観

察できなかった。またSP様免疫活性は左右側の太い神経線維束中の一部の神経線維にのみ存在してい

た。胎生16日になると前述の太い神経線維束や血管は左右側の舌下面を矢状方向に走るようになるが，

これらの神経線維束や血管の近傍には個々に独立した神経節が形成され，その神経節細胞はChE活性，

Lードーパ処置後のCA蛍光， V 1 P様免疫活性を示すようになった。 SP様免疫活性は太い神経線維

束中や血管周囲または上皮下固有層に分布する神経線維の一部に認められたが，神経節内の細胞には観

察できなかった。胎生18，20日及び、成熟マウスの舌内神経節における ChE活性， L-ドーパ処置後の

CA蛍光， VIP様免疫活性の分布は胎生16日と比べて大きな変化がなく，また神経節内の神経細胞に

SP様免疫活性はいずれの時期にも存在しなかった。

本研究結果より舌内神経節の神経細胞においてはChE活性， Lードーパ処置後のCA蛍光， V 1 P 

様免疫、活性が順をおって，経目的に出現し，その出現様式は舌内における神経節細胞，神経線維東，血

管などの形成や発育と関係をもっていることが示された。

論文の審査結果の要旨

本研究は，マウス舌の発生にともなって出現する舌内神経節におけるコリンエステラーゼ， Lードー

パ処置後のカテコールアミン， VIP，SPについて神経組織化学的方法により調べたものである O こ

れらの神経関連物質の出現様式は舌内における神経節，神経線維束，血管の形成や発育と密接な関係、を

もっていることが明らかとされた。

このことは，舌内神経節の機能的役割について新しい知見を加えたもので価値のある業績であると認

める O

よって本研究者は，歯学博士の学位を得る資格があると認める O




